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1.�はじめに

昨年三月，マウイ島西マウイ火山の shield�

stage および postshield� stage において約

40 試料のサンプリングを行なった．本研究

では，これらの試料の年代測定を行なうこと

により，西マウイ火山に詳細な時間軸を入れ，

その火山形成史を明らかにすることを目的と

している．

2．地質概略および試料採取

マウイ島は，太平洋上のホットスポット火

山島列であるハワイ諸島の一つで，二つの大

きな火山�( ハレアカラ火山と西マウイ火山 )�

から形成される火山島である�( 図 1)．

このうち本研究対象である西マウイ火山

は，マウイ島の西部に位置し，ハレアカラ

火山より古いとされている．大きさは，東西

18km，南北 29km程度，高さは最も高いと

ころで海抜 1780mである．

図 2はサンプリング地点をあらわした地図

である．☆印でMWMナンバーが打ってい

る場所が，本稿で紹介する 7つのサンプリン

グ場所である．

これまで，ハワイの火山は発達・成長の過

程で四つの段階があると言われてきた�( 図

3)．

まず，最初に海底で preshield� stage と呼

ばれる噴火が起こる．これはソレアイト質玄

武岩とアルカリ質玄武岩の噴出である．次に

Shield� stage と呼ばれる段階の噴火が起こ

る．これはリフトゾーンからのソレアイト質

玄武岩の噴出と定義されており，この段階で

ハワイの盾状火山の 90％以上が形成される．

今回サンプリングした 40 試料のうち 30 が

この Shield� stage 火山岩のサンプルで，こ

こに詳細な時間軸を入れていくことが，本研

究での主要な目的の一つとなっている．次に，

postshield� stage と呼ばれる段階の噴火が起

図１．マウイ島地図．マウイ島は、西マウイ火山と
ハレアカラ火山の二つの火山から成る火山島．四
角で囲っている地域が本研究の調査地域である西
マウイ火山周辺．

図２．西マウイ火山周辺サンプリング地図．
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こる．これも同じくリフトゾーンからの噴火

とされているが，shield� stage と異なる点は

アルカリ質玄武岩が噴出されるという点であ

る．今回サンプリングした 40試料のうち 10

がこの postshield� stage のサンプルである．

最後に rejuvenated�stage と呼ばれる段階が

あるが，これは 0.5 ～ 1Ma 程度の休止期間

を経て起こる活動で，個々の火道からのアル

カリ質玄武岩の噴出が特徴とされる．

3．測定方法

本研究の年代測定にはピーク値比較法によ

るK-Ar 年代測定�(Matumoto�et� al.,� 1989)�

を用いている．

1)�試料は excess�Ar の影響を考え，斑晶を

取り除き石基部分のみを使用した．

2)�Ar の測定には京都大学におけるVG� iso-

tope 社製のVG3600 型の質量分析計を用

いた�(Sudo�et�al.,�1996)．

3)�K の測定は積分リチウム内部標準法によ

る炎光光度測定によっておこなった．

4．測定結果と考察

図 4は，現段階で考えられてい�るハワイ

火山の活動史である�(Tagami�et�al.,�2003)．

West�Maui については現段階で，1.2Ma ま

で postshield� stage が続いたことが確認さ

れている．その後の rejuvenated�stage まで

の休止期間は 0.6m.y. 程度と考えられてい

る．

図 5は現在までの本研究における測定結果

である．それぞれ磁性も測定している．磁

性の測定には同じ岩体で採取した 3～ 4 個

のサンプルを用いた．測定は現地で行い，全

てのサンプルの磁性が一致した時のみ採用

とした．各サンプルの年代―磁性の結果は，

Cande�and�Kent の地磁気反転史�(1992)�と

整合的である．

ここで，注目するべきは，比較的若い年

代結果の出た postshield� stage のサンプ

ル�(MWM01)�で，この試料の年代 1.06 ±

0.02Ma は従来考えられてきた「休止期間」

に含まれている�( 図４)．

以上の結果から，西マウイ火山の「休止期

間」はこれまで考えられていた 0.6m.y. より

短くなる可能性があることが示唆される．更

には「休止期間」自体が存在しなかったとい

う可能性も考えられる．

5．今後の課題

今後の課題として，MWM01 近辺および

これより層序的に上位で若いと考えられる

postshield� stage のサンプルの採取および年

図３．最初に海底で preshield�stageと呼ばれる噴
火が起こる。これはソレアイト質玄武岩とアルカ
リ質玄武岩の噴出である。次にShield� stageと呼
ばれる段階の噴火が起こる。これはリフトゾーン
からのソレアイト質玄武岩の噴出と定義されてお
り、この段階でハワイの盾状火山の 90％以上が形
成される。次に、postshield� stageと呼ばれる段
階の噴火が起こる。これも同じくリフトゾーンか
らの噴火とされているが、shield� stageと異なる
点はアルカリ質玄武岩が噴出されるという点であ
る。最後に rejuvenated� stageと呼ばれる段階が
あるが、これは 0.5 ～ 1Ma 程度の休止期間を経て
起こる活動で、個々の火道からのアルカリ質玄武
岩の噴出が特徴とされる。
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代測定を行なうことにより，西マウイ火山の

postshield� stage の活動終止年代を決定し，

その後に続く「休止期間」が存在するのか

どうか，存在するのであればどの程度の継続

期間であったかを明らかにしたいと考えてい

る．
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